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価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ

、

し

て
の
　
考
察

岩
　
　
田

勝
　
雄
．

一二三四

は
じ
め
に

国
際
価
値
論
の
方
法
に
つ
い
て

価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て

お
わ
り
に
　
　
国
際
価
値
論
の
課
題

は
　
じ
　
め

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
一
九
七
八
年
秋
に
明
治
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
経
済
研
究
会
」
に
お
い
て
、
中
川
信
義
氏
は
「
国
際
価
値
論
の
基
本
構
造
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

を
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
七
九
年
の
国
際
経
済
学
会
に
お
い
て
、
本
山
美
彦
氏
は
「
『
利
潤
率
と
貿
易
』
理
論
の
再
考
」
を
、
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

原
行
雄
氏
は
「
国
際
価
値
論
の
盲
点
に
つ
い
て
」
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
国
際
価
値
論
に
関
す
る
研
究
報
告
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

た
。
一
九
五
〇
年
前
後
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
国
際
価
値
論
争
が
行
な
わ
れ
て
以
来
、
そ
の
論
争
は
十
分
な
結
着
を
み
な
い
ま
ま
に
中
断

さ
れ
、
国
際
経
済
論
．
外
国
貿
易
論
を
研
究
す
る
多
く
の
人
々
の
主
要
な
関
心
点
は
、
多
国
籍
企
業
論
や
「
南
北
間
題
」
等
に
移
っ

た
い
ま
、
国
際
価
値
論
と
い
う
国
際
経
済
論
・
外
国
貿
易
論
の
基
本
間
題
が
再
び
論
争
の
場
に
登
場
し
て
き
た
こ
と
は
、
そ
れ
だ
げ

現
代
の
国
際
経
済
の
諸
現
象
を
分
析
す
る
際
の
基
礎
理
論
の
必
要
性
を
再
認
識
さ
せ
て
い
る
の
で
は
た
い
か
と
思
わ
れ
る
。



　
か
つ
て
国
際
価
値
論
争
は
、
多
く
の
研
究
者
が
こ
れ
に
参
加
し
、
論
争
が
論
争
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
問
題
点
の
み
が
浮
か
び

あ
が
っ
た
だ
け
で
、
必
ず
し
も
十
分
な
一
致
を
み
な
い
ま
ま
中
断
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
論
争
の
復
活
は
そ
の
反
省
の
上
に

立
っ
て
、
現
実
の
諸
現
象
を
い
か
に
分
析
し
え
る
道
具
と
な
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
限
り

で
は
、
不
毛
な
論
争
を
回
避
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
論
者
の
意
識
の
う
ち
に
存
在
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
し
た
意
識
の

存
在
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
国
際
価
値
論
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
経
済
論
・
外
因
貿
易
論
の
理
論
的
展
開
が
、
依
然
と
し
て
現
実

の
経
済
諸
現
象
を
十
分
に
分
析
す
る
武
器
に
な
っ
て
い
な
い
点
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
明
す
る
困
難
さ
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
国
際
経
済
論
．
外
国
貿
易
論
の
理
論
化
作
業
が
開
始
さ
れ
た
の
は
戦
後
か
ら
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
げ
に
次
々
に

新
し
い
論
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
実
の
世
界
が
、
資
本
主
義
杜
会
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し

て
い
る
中
で
、
あ
る
い
は
資
本
主
義
の
危
機
が
進
行
す
る
中
で
、
国
際
的
経
済
諸
関
係
を
明
ら
か
に
ー
す
る
経
済
理
論
の
解
明
の
遅
れ

は
、
資
本
主
義
の
経
済
諾
法
則
を
暴
露
す
る
と
い
う
経
済
学
の
課
題
を
も
十
分
に
な
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
作
業
は

早
急
に
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
問
題
視
角
に
立
っ
て
、
私
は
国
際
的
商
品
交
換
を
規
制
す
る
基
礎
理
論
、
す
な
わ
ち
国
際
価
値
論
の
理
論
化
、
具
体
化
の

作
業
を
行
な
い
た
い
と
考
え
る
。
前
稿
（
「
国
際
価
値
論
の
諸
論
点
に
っ
い
て
」
本
誌
第
二
七
巻
第
六
号
所
収
）
に
引
き
続
い
て
本
稿
は
そ

の
た
め
の
準
備
作
業
で
も
あ
る
。

　
前
稿
で
の
私
の
主
張
点
は
簡
単
に
再
録
す
れ
ぼ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
国
際
価
値
論
の
課
題
は
、
国
際
的
商
品
交
換
に
お
げ
る
価
値
法
則
の
作
用
移
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
が
・
い

　
　
　
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
四
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
　
（
四
六
六
）

わ
ゆ
る
国
際
価
値
論
争
は
、
価
値
論
の
段
階
あ
る
い
は
『
資
本
論
』
の
段
階
で
の
論
争
で
あ
っ
て
、
現
実
的
た
国
際
的
商
品
交
換
．

国
際
価
格
現
象
を
有
効
に
説
明
し
え
な
か
っ
た
の
で
は
た
い
か
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
リ
カ
ー
ド
比
較
生
産
費
説
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
、

リ
ヵ
－
ド
↓
マ
ル
ク
ス
と
論
理
を
繋
げ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
改
め
て
国
際
価
値
論
の
諸
論
点
に
っ
い
て
再
考
し
て
み
る
必

要
が
あ
り
、
一
定
の
整
理
を
す
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
国
際
経
済
論
・
外
国
貿
易
論
に
お
げ
る
国
際
価
値
論
の
位
置
づ
け
に
っ
い
て

は
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
体
系
プ
ラ
ソ
と
の
関
連
で
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
と
り
わ
げ
「
国
家
」
範
曉
を
媒
介

項
と
し
て
「
外
国
貿
易
」
範
時
の
内
容
を
理
論
化
・
体
系
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
国
際
価
値
論
は
そ
の
基
礎
理
論
と
し
て
位
置
づ

げ
た
げ
れ
ば
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
第
二
に
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
二
十
章
「
労
賃
の
国
民
的
相
違
」
に
お
げ
る
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ

ソ
に
っ
い
て
の
命
題
は
、
価
値
法
則
が
姿
を
変
え
て
、
自
ら
貫
徹
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
そ
れ
は
資
本
主
義

の
発
展
度
合
の
異
な
る
、
ま
た
杜
会
的
・
平
均
的
労
働
の
性
格
の
異
な
る
国
民
経
済
の
価
値
規
定
・
価
値
法
則
が
、
世
界
市
場
で
は

一
定
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
を
受
げ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ソ
は
、
各
国
民
経
済
に
お
け
る
労
働
の
強

度
と
労
働
の
生
産
力
の
相
違
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
労
働
の
生
産
力
の
相
違
に
よ
る
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ソ
は
、
国

民
的
労
働
生
産
力
全
体
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
産
業
部
門
も
し
く
は
個
別
資
本
の
労
働
生
産
力
が
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

　
第
三
に
、
世
界
的
労
働
の
意
義
づ
げ
は
、
国
際
的
価
値
の
量
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
し
、
そ
れ

は
世
界
貨
幣
の
性
格
と
同
様
に
、
国
民
的
労
働
が
局
地
的
・
地
域
的
性
格
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
で
、
国
民
経
済
の
複
合
体
で
あ
る

世
界
市
場
に
お
い
て
は
、
国
民
的
労
働
は
地
域
的
性
格
を
捨
て
て
世
界
的
労
働
と
し
て
、
国
際
的
価
値
の
大
き
さ
を
測
定
す
る
も

の
で
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
際
的
価
値
は
世
界
的
労
働
の
大
い
さ
（
世
界
的
必
要
労
働
時
間
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と



し
て
も
、
国
民
経
済
に
お
け
る
価
値
規
定
労
働
（
現
存
の
杜
会
的
に
１
正
常
な
生
産
条
件
と
、
労
働
の
熟
練
お
よ
び
強
度
の
杜
会
的
平
均
度
を
も

っ
た
な
ん
ら
か
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
杜
会
的
必
要
労
働
時
問
）
と
は
異
な
っ
て
、
世
界
市
場
に
お
い
て
は
世
界
的
価
値
規
定
労
働
が
存

在
す
る
の
で
は
な
く
、
各
国
民
経
済
の
中
位
の
労
働
強
度
の
平
均
が
世
界
的
労
働
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
国
際
的
搾
取
に
っ
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
の
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
に
－
お
げ
る
命
題
か
ら
、
一
般
に
富
国
の
一
労

働
目
と
貧
国
の
三
労
働
目
の
不
等
労
働
量
交
換
を
搾
取
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の
搾
取
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

国
際
的
搾
取
は
、
労
働
生
産
力
の
差
異
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
国
際
的
特
別
剰
余
価
値
の
成
立
の
中
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。

　
以
上
が
前
稿
で
の
私
の
主
要
な
論
点
で
あ
っ
た
が
、
国
際
価
値
論
の
す
べ
て
の
論
点
、
あ
る
い
は
未
解
決
な
問
題
を
必
ず
し
も
十

分
に
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
私
自
身
課
題
を
十
分
に
整
理
で
き
な
い
ま
ま
に
、
国
際
価
値
論
に
関
す
る
現
時
点
で
の

到
達
点
を
発
表
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
も
、
国
際
価
値
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
整
理
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い

間
題
を
若
干
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
も
国
際
価
値
論
の
全
体
系
を
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
国
際

価
値
論
の
重
要
性
あ
る
い
は
現
代
資
本
主
義
分
析
に
お
げ
る
理
論
展
開
の
緊
急
性
を
考
え
る
場
合
、
こ
の
問
題
は
さ
ら
に
追
究
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
（
１
）
　
国
際
経
済
研
究
会
の
報
告
お
よ
び
討
論
に
っ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

　
　
　
　
「
国
際
経
済
論
の
基
本
問
題
」
『
世
界
経
済
評
論
』
一
九
七
九
年
八
月
号
。
．

　
　
（
２
）
　
本
山
美
彦
氏
の
「
世
界
経
済
論
」
の
体
系
に
関
す
る
考
え
方
は
、
次
を
参
照
。

　
　
　
　
　
本
山
美
彦
『
世
界
経
済
論
』
同
文
館
、
一
九
七
六
年
。

　
　
　
　
　
た
お
本
山
氏
は
同
書
の
中
で
、
　
「
世
界
経
済
論
を
原
理
的
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
資
本
主
義
の
不
均
等
な
発
展
段
階
だ
げ
で

　
　
　
　
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
　
（
四
六
七
）



　
立
命
館
経
済
学
（
策
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
一
四
〇
　
（
四
六
八
）

　
　
な
く
、
非
資
本
主
義
的
な
も
の
の
同
時
的
併
存
と
い
う
世
界
経
済
の
複
合
的
・
重
層
的
絡
み
合
い
の
論
理
化
を
放
棄
す
べ
き
で
は
な
い
と

　
す
る
立
場
か
ら
、
概
念
把
握
さ
れ
る
べ
き
世
界
経
済
の
端
緒
的
表
象
を
ま
ず
こ
の
異
質
性
（
現
実
の
資
本
主
義
諸
現
象
は
、
原
理
的
展
開

　
　
と
は
異
た
る
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
原
理
論
の
修
正
的
説
明
で
は
明
ら
か
に
し
え
た
い
問
題
　
　
引
用
者
）
に
求
め
よ
う
と

　
　
し
て
い
る
」
（
同
書
、
五
ぺ
ー
ジ
）
と
い
わ
れ
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
国
際
経
済
論
理
解
を
批
判
し
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
字
野
理
論

　
　
的
方
法
と
の
相
違
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
究
極
に
お
い
て
本
山
氏
の
理
論
的
方
法
は
、
宇
野
理
論
の
延
長
線
上
に
あ

　
　
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
た
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
当
日
の
国
際
経
済
学
会
に
お
け
る
報
告
は
、
リ
カ
ー
ド
比
較
生
産
費
説
の

　
　
見
直
し
に
は
じ
ま
っ
て
諸
説
を
批
判
し
た
が
ら
、
国
際
的
商
品
交
換
を
明
ら
か
に
す
る
論
理
を
、
結
局
は
交
易
条
件
の
問
題
に
帰
着
せ
し

　
　
め
、
従
来
の
国
際
価
値
論
研
究
の
主
軸
で
あ
る
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ョ
ソ
の
問
題
を
も
否
定
す
る
よ
う
た
見
解
に
な
っ
て
い

　
　
る
。

（
３
）
　
木
原
行
雄
氏
の
国
際
価
値
論
研
究
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

　
　
　
「
国
際
価
値
法
則
に
つ
い
て
（
上
中
下
）
」
『
産
業
貿
易
研
究
』
第
二
三
、
四
、
六
号
、
一
九
六
四
年
九
月
～
六
五
年
六
月
。

　
　
　
「
輸
出
に
よ
る
超
過
利
潤
の
本
質
（
１
）
～
（
７
）
」
『
東
京
経
済
大
学
六
十
五
周
年
記
念
論
文
集
』
一
九
六
五
年
、
お
よ
び
『
東
京
経
済

　
　
　
大
学
会
誌
』
第
五
二
、
五
四
、
七
六
、
八
○
、
九
七
・
八
号
、
一
〇
三
号
、
一
九
六
五
年
～
一
九
七
七
年
十
月
。

（
４
）
　
国
際
価
値
論
争
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

　
　
　
木
下
悦
二
編
『
論
争
・
国
際
価
値
論
』
弘
文
堂
、
一
九
六
〇
年
。

；
　
国
際
価
値
論
の
方
法
に
つ
い
て

私
は
前
稿
（
「
国
際
価
値
論
の
諾
論
点
に
１
っ
い
て
」
）
に
お
い
て
、
　
国
際
価
値
論
は
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
体
系
プ
ラ
ソ
と
の
関
連

で
、
国
際
経
済
論
・
外
国
貿
易
論
の
基
礎
理
論
と
し
て
位
置
づ
げ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
と
述
べ
た
。
そ
れ
は
経
済
学
批
判
体
系
プ
ラ

ソ
、
後
半
体
系
の
第
一
項
目
で
あ
る
「
国
家
」
範
蒔
の
意
義
を
、
「
外
国
貿
易
」
「
世
界
市
場
」
範
時
へ
上
向
す
る
際
の
媒
介
項
と
し



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

て
、
国
民
経
済
１
－
資
本
制
再
生
産
構
造
の
支
配
領
域
の
設
定
に
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
国
民
経
済
領
域
に
お
い
て
は
、
国
民

的
価
値
、
国
民
的
労
働
、
国
民
的
労
働
強
度
、
国
民
的
労
働
生
産
性
、
国
民
的
労
働
目
、
国
民
的
剰
余
価
値
率
、
国
民
的
労
賃
、
国

民
的
資
本
構
成
、
国
民
的
利
潤
率
、
国
民
的
利
子
率
、
国
民
的
通
貨
等
々
の
国
民
経
済
独
自
の
特
徴
を
有
す
る
経
済
的
指
標
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
。
い
わ
ぼ
資
本
主
義
の
内
部
的
仕
組
み
が
具
体
的
な
国
民
経
済
指
標
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
国
民
経
済

領
域
が
国
際
的
経
済
諸
関
係
を
成
立
さ
せ
る
媒
介
項
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
「
外
国
貿
易
」
範
曉
１
１
国
際
的
経
済
諾
関
係
は
、
　
「
世
界
市
場
」
範
晴
へ
の
媒
介
項
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
最
終

範
時
で
あ
る
「
世
界
市
場
」
は
、
資
本
主
義
生
産
様
式
の
最
も
一
般
的
か
つ
具
体
的
な
姿
態
で
あ
り
、
国
民
経
済
の
複
合
体
と
し
て

　
　
　
　
　
（
２
）

存
在
し
て
い
る
。

　
国
民
経
済
は
世
界
市
場
を
前
提
と
し
て
資
本
制
再
生
産
構
造
を
維
持
し
て
お
り
、
国
民
経
済
の
再
生
産
活
動
は
、
世
界
市
場
を
再

編
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
世
界
市
場
は
、
国
民
経
済
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
お
り
相
互
に
密
接
な
関
係
を
も
つ

も
の
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
国
民
経
済
が
世
界
市
場
と
の
結
び
っ
き
を
あ
ら
わ
す
具
体
的
な
経
済
諸
現
象
は
、
国
際
的
分
業
で
あ

り
、
国
際
的
商
品
交
換
で
あ
る
。
そ
の
国
際
的
分
業
、
国
際
的
商
品
交
換
が
進
展
す
る
に
っ
れ
、
国
民
経
済
１
と
世
界
市
場
は
ま
す
ま

す
相
互
補
完
的
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
学
批
判
序
説
』
の
第
三
部
「
経
済
学
の
方
法
」
で
記
さ
れ
た
「
外
国
貿
易
」
範
時
の
細
項
目
は
、
ま
さ
に
国

民
経
済
と
世
界
市
場
と
の
媒
介
項
と
し
て
の
「
外
国
貿
易
」
の
意
義
を
明
瞭
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
外
国
貿
場
」
範
曉

の
細
項
目
で
は
「
生
産
の
国
際
的
関
係
。
国
際
的
分
業
。
国
際
的
交
換
。
・
－
…
」
の
順
序
で
記
さ
れ
、
　
「
国
際
的
交
換
」
の
前
に

「
国
際
的
分
業
」
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
国
際
的
分
業
が
前
提
と
な
っ
て
国
際
的
商
品
交
換
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
示
し

　
　
　
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
　
（
四
六
九
）
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た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
国
際
的
分
業
と
国
際
的
商
品
交
換
の
関
連
に
１
つ
い
て
は
、
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
は
国
際
分
業
論
と
、
叙
述
の
上
で
、
あ
る
い
は

論
理
的
に
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
論
争
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
間
題
は
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
体
系
プ
ラ
ソ
細

項
目
の
意
義
、
内
容
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
こ
の
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
と
国
際
分
業
論
に
関
連
し
て
吉
信
粛
氏
は
、
木
下
悦
二
氏
の
見
解
を
批
判
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に

主
張
し
て
い
る
。
木
下
氏
の
見
解
は
、
資
本
主
義
国
際
分
業
と
外
国
貿
易
必
然
性
論
の
相
互
作
用
お
よ
び
資
本
主
義
の
成
立
発
展
過

程
に
お
げ
る
杜
会
的
分
業
、
機
械
制
大
工
業
の
役
割
を
軽
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
間
題
が
あ
り
、
結
局
は
国
際
的
分
業
の
あ
と
に
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

国
貿
易
の
必
然
性
が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
吉
信
氏
の
主
張
は
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
体
系
プ
ラ
ソ
を
意

識
し
た
が
ら
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ソ
と
の
関
連
で
考
え
る
た
ら
ば
以
下
の
間
題
を
重
視
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
資
本
主
義
の
成
立
は
、
前
資
本
主
義
的
貿
易
に
よ
っ
て
世
界
市
場
の
基
礎
が
作
ら
れ
、
そ
の
世
界
市
場
を
前
提
に
し
て
再
生
産
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

行
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
世
界
市
場
の
成
立
は
、
そ
の
成
立
と
と
も
に
一
定
の
国
際
的
分
業
関
係
が
移
成
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
国
際
的
分
業
を
前
提
と
し
て
資
本
主
義
的
外
国
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
資
本
主
義
の
成
立
過
程
に
お
い
て
は
、
杜
会
的
分
業
の
発
展
が
、
ま
た
機
械
制
大
工
業
の
確
立
が
重
要
た
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
そ
れ
が
資
本
主
義
外
国
貿
易
の
基
礎
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
だ
が
っ
て
前
資
本
主
義
的
外
国
貿
易
に
よ
る
国
際
的
分
業
、
世
界

市
場
の
生
成
と
、
資
本
主
義
の
成
立
に
伴
な
う
外
国
貿
易
の
必
要
性
と
が
相
互
に
。
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
資

本
主
義
的
外
国
貿
易
は
世
界
市
場
・
国
際
的
分
業
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
世
界
市
場
・
国
際
的
分
業
を
再
編
し
て
い
く
前



　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

提
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
的
国
際
分
業
と
外
国
貿
易
の
相
互
作
用
の
重
要
性
は
右
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
外

国
貿
易
の
必
然
性
論
は
、
何
故
に
資
本
主
義
に
と
っ
て
は
外
国
貿
易
を
必
要
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
何
故
に
ー
外
国
貿
易
が
行
な
わ

れ
る
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
を
も
っ
と
す
る
な
ら
ぼ
、
国
際
分
業
論
は
、
国
際
的
分
業
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、

そ
れ
が
国
民
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
課
題
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
外
国
貿
易

の
必
然
性
論
も
国
際
分
業
論
も
世
界
市
場
的
視
点
（
世
界
恐
慌
の
必
然
性
と
そ
の
作
用
形
態
　
　
資
本
主
義
生
産
様
式
の
止
揚
を
も
含
め
て
）

か
ら
論
じ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
し
、
な
に
よ
り
も
資
本
の
蓄
積
の
視
点
か
ら
論
じ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
資
本
蓄
積
の
視
点

か
ら
捉
え
る
限
り
に
お
い
て
資
本
主
義
的
生
産
力
の
発
展
、
杜
会
的
分
業
の
進
展
の
側
面
と
、
一
方
に
お
げ
る
世
界
市
場
的
側
面
、

す
な
わ
ち
国
際
的
分
業
、
国
際
的
競
争
の
側
面
か
ら
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
と
国
際
分
業
論
の
関
係
は
、
論
理
的
に
ー
は
（
叙
述
の
方
法
で
は
）
、
国
際
分
業
論
が
論
じ
ら
れ
て
後
に
外
国

貿
易
の
必
然
性
論
が
論
じ
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
問
題
は
、
国
際
経
済
論
・
外
国
貿
易
論
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
い
か

に
両
者
の
相
互
作
用
を
明
ら
か
に
１
す
る
か
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
国
民
経
済
の
資
本
制
再
生
産
構
造
お
よ
び
世
界
市
場
の

再
編
へ
の
連
関
を
導
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
右
の
点
と
関
連
し
て
柴
田
政
利
氏
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
。
外
国
貿
場
の
必
然
性
は
世
界
市
場
的
視
点
で
捉
え
な
げ
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
の
外
国
貿
易
の
必
然
性
は
、
国
際
分
業
の
移
成
の
必
然
性
払
明
ら
か
に
す
る
論
理
で
あ
る
が
、
具
体
的
た
国
際
分
業

の
型
を
決
定
す
る
も
の
は
国
際
価
値
論
で
あ
る
。
そ
し
て
国
際
分
業
の
型
を
決
定
す
る
も
の
は
、
諾
商
品
の
価
格
の
諸
関
係
で
あ

（
７
）

る
、
と
。

　
柴
田
氏
に
お
げ
る
見
解
は
、
外
国
貿
易
の
必
然
性
と
国
際
価
値
論
を
そ
れ
ぞ
れ
国
際
的
分
業
と
関
連
さ
せ
て
、
前
者
を
国
際
的
分

　
　
　
価
値
法
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際
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一
）
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業
の
形
成
の
論
理
、
後
者
を
国
際
的
分
業
の
型
を
決
定
す
る
論
理
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
国
際
分
業
の

形
成
」
と
、
　
「
国
際
分
業
の
型
」
と
の
問
に
ど
の
よ
う
な
論
理
的
差
異
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
間
題
を
示
し
て
い
る
の
か
、

柴
田
氏
の
主
張
か
ら
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
た
い
。
ま
た
国
際
価
値
論
が
具
体
的
な
国
際
的
分
業
の
型
を
決
定
す
る
と
論
断
さ
れ
る

こ
と
は
、
む
し
ろ
外
国
貿
易
の
必
然
性
と
国
際
的
分
業
の
相
互
作
用
的
側
面
を
軽
視
し
て
い
る
結
果
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
外
国
貿
易
の
必
然
性
は
、
第
一
に
世
界
市
場
・
国
際
分
業
的
視
点
、
す
た
わ
ち
世
界
市
場
・
国
際
的
分
業
に
ょ
っ
て
一
国
民
経
済

の
外
国
貿
易
が
錫
定
さ
れ
る
側
面
、
お
よ
び
外
国
貿
易
に
よ
っ
て
世
界
市
場
・
国
際
的
分
業
が
再
編
さ
れ
て
い
く
側
面
。
第
二
に
、

国
民
経
済
１
１
資
本
制
再
生
産
構
造
に
観
定
さ
れ
た
外
国
貿
易
の
側
面
、
の
両
面
か
ら
捉
え
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
伽
は
、
外
国
貿

易
の
必
然
性
論
が
単
に
一
国
民
経
済
に
お
げ
る
輸
出
の
必
然
性
の
側
面
か
ら
の
み
論
理
展
開
さ
れ
る
だ
げ
で
は
な
く
、
輸
入
の
必
然

性
と
い
う
側
面
か
ら
も
み
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
を
国
際
分
業
論
と
の
関
連
で
右
の
よ
う
に
１
位
置
づ
け
る
な
ら
ぱ
、
国
際
価
値
論
は
国
際
経
済
論
・
外
国
貿

．
易
論
体
系
の
中
で
、
ま
た
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
・
国
際
分
業
論
と
の
関
連
で
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。

　
国
際
価
値
論
は
、
世
界
市
場
に
お
い
て
国
際
的
な
価
値
規
定
は
い
か
に
行
な
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
国
際
的
商
品
生
産

１
－
国
際
的
分
業
お
よ
び
国
際
的
商
品
交
換
を
規
制
す
る
法
則
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
を
も
っ
て
い
る
。
す
た
わ
ち
価
値
法
則

が
世
界
市
場
に
お
い
て
い
か
に
貫
徹
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
価
値
法
則
が
世
界
市
場
で
貫
徹
す
る
場
合
に
、
国
民

経
済
内
部
に
お
け
る
価
値
法
則
の
貫
徹
形
態
と
異
な
っ
て
、
一
定
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
を
受
げ
る
。
そ
の
世
界
市
場
に
お
げ

る
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
の
態
様
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
ま
た
国
際
価
値
論
の
課
題
の
別
様
の
表
現
で
も
あ
る
。



　
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
は
、
世
界
市
場
・
国
際
分
業
的
視
点
と
国
民
経
済
的
“
資
本
制
再
生
産
構
造
視
点
の
両
面
か
ら
捉
え
た
げ

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
結
局
は
国
際
的
商
品
交
換
が
い
か
に
行
な
わ
れ
る
か
、
す
な
わ
ち
再
生
産
、
国
際
的
分
業
の
側
面
か
ら
展
開

し
な
げ
れ
ぼ
た
ら
な
い
。
一
方
、
国
際
価
値
論
は
、
国
際
的
商
品
交
換
が
行
な
わ
れ
る
際
の
基
準
と
な
る
価
値
的
視
点
を
明
ら
か
に

す
る
と
い
う
課
題
を
も
っ
て
い
る
。
い
わ
ぼ
外
国
貿
易
の
必
然
性
は
再
生
産
・
分
業
の
視
点
か
ら
、
国
際
価
値
論
は
価
値
的
視
点
か

ら
接
近
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
も
因
際
価
値
論
も
両
者
と
も
密
接
に
連
関

す
る
国
際
経
済
論
．
外
国
貿
易
論
の
基
礎
理
論
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
両
者
と
も
国
際
分
業
論
と
の

関
連
で
展
開
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
体
系
プ
ラ
ソ
の
「
外
国
貿
易
」
範
晴
の
細
項
目
に
則
し
て
い
え
ぼ
、
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
と
国
際
価

値
論
は
、
　
「
生
産
の
国
際
的
関
係
」
の
前
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
外
国
貿
易
」
範
時
の
基
礎
理

論
と
な
る
。
叙
述
の
順
序
す
な
わ
ち
論
理
的
に
は
、
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
の
あ
と
に
国
際
価
値
論
が
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
ど
ち
ら
も
世
界
市
場
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
国
際
的
分
業
お
よ
び
国
際
的
商
品
交
換
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
、
価
値
法

則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
が
問
題
に
た
る
か
ら
で
あ
る
。

　
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
お
よ
び
国
際
価
値
論
は
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
体
系
プ
ラ
ソ
に
則
す
れ
ぼ
後
半
体
系
の
課
題
で
あ
る
◎

そ
し
て
両
者
を
包
含
し
た
「
外
国
貿
易
」
範
時
は
、
　
「
国
家
」
範
醇
を
媒
介
に
し
て
は
じ
め
て
論
理
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
あ
る
。
　
「
国
家
」
範
晴
の
「
外
国
貿
易
」
・
「
世
界
市
場
」
範
醇
の
媒
介
項
と
し
て
の
意
義
は
、
国
民
経
済
領
域
の
設
定
に
あ
り
・

劣
国
民
経
済
が
異
な
っ
た
資
本
制
再
生
産
構
造
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
を
も
っ
て
い
る
。
国

民
経
済
の
複
合
体
で
あ
る
「
世
界
市
場
」
範
時
に
お
い
て
は
、
ま
た
国
氏
経
済
の
国
際
的
経
済
諸
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
「
外
国
貿

　
　
　
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
（
四
七
三
）
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易
」
‘
範
時
に
お
い
て
は
、
国
民
経
済
の
内
部
的
仕
組
み
の
解
明
の
上
で
展
開
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
『
資
本
論
』
段

階
あ
る
い
は
前
半
体
系
の
論
理
内
で
、
後
半
体
系
の
各
範
晴
の
論
理
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
「
外
国
貿
易
」
．
「
世

界
市
場
」
範
曉
は
、
後
半
体
系
に
固
有
の
課
題
と
し
て
、
前
半
体
系
と
は
異
な
っ
た
論
理
次
元
で
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

外
国
貿
易
の
必
然
性
論
お
よ
び
国
際
価
値
論
も
後
半
体
系
の
固
有
の
課
題
と
し
て
、
前
半
体
系
と
は
明
確
に
異
な
っ
た
論
理
次
元
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

展
開
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

　
拙
稿
「
国
際
価
値
論
の
諾
論
点
に
つ
い
て
」
六
三
～
六
四
ぺ
ー
ジ
。

　
「
さ
て
市
場
が
全
体
と
し
て
は
内
国
市
場
と
外
国
市
場
と
に
わ
か
た
れ
る
よ
う
に
、
内
国
市
場
そ
の
も
の
が
ま
た
、
内
国
株
式
、
内
国

債
等
の
市
場
と
外
国
債
、
外
国
株
式
等
の
市
場
に
わ
か
た
れ
る
。
し
か
し
元
来
こ
の
よ
う
た
展
開
は
世
界
市
場
に
属
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

世
界
市
場
は
い
っ
さ
い
の
自
分
の
外
に
存
在
す
る
外
国
市
場
と
の
関
連
で
の
国
内
市
場
で
あ
る
ぱ
か
り
で
た
く
、
同
時
に
ま
た
、
ふ
た
た

び
国
内
市
場
の
構
成
諸
部
分
と
し
て
の
い
っ
さ
い
の
外
国
市
場
の
内
都
く
市
場
Ｖ
で
あ
る
。
」
（
戸
呂
胃
き
？
旨
宇
家
９
印
Ｈ
胃
・
．
邦

訳
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
高
木
幸
二
郎
監
訳
、
大
月
書
店
、
第
二
分
冊
、
二
〇
二
ぺ
ー
ジ
。
）

　
「
資
本
主
義
の
下
で
の
国
際
分
業
は
、
世
界
市
場
に
お
け
る
価
値
法
則
の
作
用
の
結
果
と
し
て
、
剰
余
価
値
生
産
を
目
的
と
し
た
資
本

主
義
の
諸
法
則
の
貫
徹
の
結
果
と
し
て
、
形
成
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
論
理
的
に
は
国
際
分
業
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
外
国
貿
易
が
成
立

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
本
主
義
の
下
で
は
外
国
貿
易
が
国
際
分
業
を
っ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
」
　
（
木
下
悦
二
『
資
本
主
義
と
外
国
貿

易
』
有
斐
閣
、
一
九
六
三
年
、
九
一
ぺ
ー
ジ
。
）

　
吉
信
粛
『
貿
易
論
講
義
』
玄
文
杜
、
一
九
七
五
年
、
七
九
～
一
〇
八
べ
ー
ジ
。

　
「
商
業
は
生
産
物
商
品
に
発
展
さ
せ
る
。
と
い
う
の
は
、
一
方
で
は
商
業
は
生
産
物
の
た
め
に
市
場
を
っ
く
り
だ
す
か
ら
で
あ
り
、
ま

た
一
方
で
は
、
新
た
た
商
品
等
価
を
供
給
し
、
ま
た
生
産
に
新
た
な
原
料
や
補
助
材
料
を
供
給
し
、
こ
う
し
て
、
は
じ
め
か
ら
商
業
に
も

と
づ
い
て
い
る
生
産
部
門
、
す
た
わ
ち
市
場
や
世
界
市
場
の
た
め
の
生
産
に
も
と
づ
く
と
と
も
に
世
界
市
場
か
ら
生
ず
る
生
産
条
件
に
も

と
づ
い
て
い
る
生
産
部
門
を
開
く
か
ら
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
が
あ
る
程
度
強
固
に
な
れ
ぱ
、
そ
し
て
大
工
業
た
ら
ぱ
た
お
さ

ら
、
そ
れ
が
ま
た
自
分
の
た
め
に
市
場
を
つ
く
り
だ
し
、
自
分
の
商
品
に
よ
っ
て
市
場
を
征
服
す
る
。
」
（
声
冒
胃
〆
Ｕ
轟
穴
亀
註
ボ



内
・
竃
胃
苧
『
向
目
胴
９
０
０
考
Ｏ
鼻
〇
一
巾
ｑ
二
畠
一
０
０
．

す
）
大
月
書
店
第
二
五
巻
ａ
、
四
一
九
べ
－
ジ
。
）

。
。
曇
邦
訳

『
資
本
論
』
　
『
マ
ル
ク
ス

．
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
（
以
下
『
全
集
』
と
略

（
６
）
∴
、
ぶ
讐
篶
一
讐
一
砧
バ
む
ソ
一
篶
バ
舜

　
　
必
然
性
再
考
」
　
本
誌
第
二
六
巻
六
号
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
。
一
柴
田
政
利
「
貿
易
の
必
然
性
と
国
際
価
填
珊
一
一
明
大
商
学
論
叢
一
第
五
五
巻
第
八
号
二
一
三
ぺ
－
く

、
篶
む
壮
哨
さ
れ
パ
部
分
で
あ
る
。
〈
本
来
の
部
分
Ｖ
と
の
関
連
で
い
え
ぼ
、
こ
の
・
基
礎
的
蓼
・
で
は
国
際
的
分
業
お

↓
柵
む
汽
泌
讐
ぐ
｛
∴
以
箒
法
む
ぶ
“
一
ぷ
、
雛

あ
篶
汽
巧
砧
試
れ
玲
弓
一
膏
国
貿
易
方
法
論
は
渋
谷
氏
の
論
理
－
同
じ
立
場
一

渋
谷
氏
の
後
半
体
系
と
り
わ
け
「
外
国
貿
曼
珊
一
一
「
外
国
貿
易
」
範
晴
と
は
区
別
さ
れ
る

価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
岩
田
）

岩
田
）

一
四
七

の
考
え
方
は
、

（
四
七
五
）

「
基
礎
的
な
部
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分
」
と
「
本
来
の
部
分
」
に
区
分
し
、
　
「
基
礎
的
な
都
分
」
は
、
前
半
体
系
あ
る
い
は
『
資
本
論
』
で
捨
象
さ
れ
た
部
分
１
１
後
半
体
系
を

前
提
と
し
な
が
ら
論
理
上
捨
象
し
た
都
分
す
な
わ
ち
資
本
の
一
般
的
運
動
の
一
環
と
し
て
の
都
分
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

　
「
本
来
の
部
分
」
は
・
基
礎
的
な
部
分
の
国
際
的
分
業
、
国
際
的
交
換
が
「
国
家
」
の
媒
介
を
へ
て
国
民
経
済
の
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ

る
部
分
を
明
ら
か
に
１
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
基
礎
的
た
都
分
」
と
「
本
来
の
部
分
」
を
っ
な
ぐ
媒
介
環
と
し
て

　
「
国
家
」
範
晴
の
意
義
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
渋
谷
氏
の
主
張
さ
れ
る
「
基
礎
的
な
部
分
」
例
え
ぽ
国
際
的
分
業
や
国
際
的
交
換

は
後
半
体
系
の
課
題
で
あ
り
、
前
半
体
系
で
は
論
理
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
っ
ま
り
前
半
体
系
に
お
い
て
捨
象

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
半
体
系
が
資
本
主
義
の
内
都
的
仕
組
み
の
解
明
を
課
題
に
す
る
以
上
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、

　
『
資
本
論
』
に
お
い
て
は
後
半
体
系
に
関
す
る
数
六
の
叙
述
、
命
題
が
あ
る
が
そ
れ
は
行
論
の
都
合
上
に
お
い
て
で
あ
っ
て
前
半
体
系
で

論
理
的
に
解
明
す
る
間
題
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
前
半
体
系
で
捨
象
さ
れ
た
都
分
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
後
半
体
系
”
理
論
化
、
体
系

化
に
と
っ
て
重
要
た
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
私
は
「
外
国
貿
易
」
範
購
を
含
む
後
半
体
系
は
、
　
「
国
家
」
範
爵
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
国
民
経
済
の
国
際
的
経
済
諸
関
係

　
を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
し
、
そ
こ
で
は
自
づ
か
ら
前
半
体
系
と
は
論
理
次
元
を
異
に
し
て
い
る
、
そ
し
て
「
国
家
」
範
晴
の
意

義
は
国
民
経
済
領
域
の
設
定
（
個
々
バ
ラ
バ
ラ
た
資
本
制
再
生
産
構
造
を
有
す
る
）
に
あ
り
、
前
半
体
系
に
お
け
る
「
観
念
的
平
均
」
に

　
よ
る
叙
述
か
ら
・
よ
り
具
体
的
た
そ
し
て
歴
史
的
た
論
理
・
叙
述
を
行
な
わ
な
け
れ
ぱ
た
ら
な
い
、
と
考
え
る
。
前
半
体
系
と
後
半
体
系

　
は
論
理
次
元
が
異
た
る
と
い
っ
て
も
、
例
え
ぱ
『
資
本
論
』
に
お
け
る
後
半
体
系
に
関
す
る
叙
述
、
命
題
を
無
視
し
て
も
よ
い
と
い
う
の

　
で
は
な
い
。
後
半
体
系
は
、
前
半
体
系
の
論
理
１
１
資
本
主
義
の
内
部
的
仕
組
み
の
展
開
の
上
で
解
明
さ
れ
ね
ぱ
た
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
前
半
体
系
に
お
い
て
叙
述
さ
れ
た
命
題
は
そ
れ
自
体
重
要
で
あ
り
、
示
竣
に
富
ん
だ
も
の
で
は
あ
る
が
、
後
半
体
系
に
お
い

　
て
は
別
の
次
元
か
ら
論
理
再
構
築
さ
れ
ね
ぱ
た
ら
た
い
の
で
あ
る
。
従
来
と
も
す
れ
ぱ
、
　
『
資
本
論
』
に
お
け
る
後
半
体
系
の
諸
命
題
を

　
拡
張
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
半
体
系
の
論
理
を
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
逆
に
こ
う
し
た

　
方
法
論
が
・
国
際
経
済
論
・
外
国
貿
易
論
の
現
実
的
た
分
析
を
行
た
う
に
あ
た
っ
て
有
効
に
た
し
え
た
か
っ
た
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い

　
る
。
そ
れ
は
後
半
体
系
の
意
義
お
よ
び
課
題
を
十
分
に
明
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
反
省
の
上
に
立
っ

　
て
あ
え
て
私
は
・
後
半
体
系
の
歴
史
性
、
具
体
性
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
山
氏
の
整
理
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き

　
な
い
の
で
あ
る
。



三
　
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て

　
価
値
法
則
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
の
構
成
と
運
動
を
規
制
す
る
原
理
で
あ
る
が
、
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
で
あ
る
国
際
価
値
法
則

は
、
各
国
民
経
済
の
複
合
体
で
あ
る
世
界
市
場
の
構
成
と
運
動
を
規
制
す
る
原
理
で
あ
る
。
具
体
的
に
，
は
国
際
的
分
業
お
よ
び
国
際

的
商
品
交
換
を
規
制
す
る
原
理
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
１
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
１
１
国
際
価
値
論
の
課
題
は
、
外
国
貿
易
論
に
お
げ
る

基
礎
理
論
と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
国
際
価
値
論
は
後
半
体
系
の
課
題
と
し
て
、
国
民
経
済
内
で
の
価

値
法
則
の
貫
徹
様
式
と
異
な
っ
た
別
様
の
価
値
法
則
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
問
題
を
価
値
法
則
の
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
と
し
て
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
因
際
価
値
論
の
課
題
は
、
世
界
市
場
・
因
際
経
済
問
に
お
い
て
は
何
故
に
価
値
法
則
が
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ
る
の
か
、

価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
１
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
国
際
的
商
品
の
価
値
は
、
交
換
に
あ
た
っ

て
は
国
際
価
格
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
、
国
際
価
値
論
は
そ
の
国
際
価
格
の
説
明
原
理
で
あ
る
と
同
時
に
、
閏
際
的
分
業
、
国
際
的
商

品
交
換
の
基
礎
原
理
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
改
め
て
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
－
シ
ョ
ソ
に
っ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
マ
ル
ク
ス
の
命
題
に
よ
れ
ぼ
、
価
値
法
則
の

モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
は
、
労
働
の
強
度
の
国
民
的
相
違
お
よ
び
労
働
生
産
力
の
国
民
的
相
違
の
二
っ
の
問
題
か
ら
生
じ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
マ
ル
ク
ス
命
題
の
解
釈
に
お
い
て
、
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ソ
の
根
本
的
原
因
は
、
資
本
主
義
相
互

間
の
生
産
力
の
発
展
の
不
均
等
お
よ
び
資
本
主
義
の
発
展
度
合
の
相
違
に
ー
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
と
、
国
際
間
に
お
い
て
は
労
働
相

　
　
　
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
（
四
七
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
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十
八
巻
．
第
三
．
四
・
五
合
併
号
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一
五
〇
　
（
四
七
八
）

互
問
の
転
換
性
お
よ
び
自
由
移
動
性
が
な
く
競
争
関
係
が
存
在
し
な
い
、
と
い
う
考
え
方
の
二
つ
が
対
立
し
た
も
の
と
し
て
存
在
し

て
い
る
。
前
者
は
国
際
価
値
論
を
研
究
す
る
多
く
の
論
者
が
支
持
し
て
お
り
、
私
も
こ
の
考
え
方
が
正
し
い
と
考
え
て
い
る
。
後
者

は
、
少
数
意
見
で
あ
る
が
国
際
価
値
論
を
具
体
的
に
展
開
す
る
場
合
無
視
し
え
な
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
の
代
表

は
木
原
行
雄
氏
で
あ
ろ
う
。

　
「
国
際
問
に
お
い
て
は
、
労
働
相
互
問
の
転
換
性
、
自
由
移
動
性
が
な
く
、
競
争
関
係
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
共
通
の
価
値
形
成

労
働
が
成
立
し
え
ず
、
一
国
内
に
お
げ
る
よ
う
な
価
値
法
則
は
国
際
問
で
は
作
用
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
く
価
値
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

則
は
国
際
問
に
お
い
て
は
本
質
的
な
修
正
を
こ
う
む
る
Ｖ
と
し
た
そ
の
修
正
の
根
本
的
な
理
由
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
」
。

　
さ
ら
に
ま
た
木
原
氏
は
次
の
よ
う
に
も
主
張
す
る
。

　
「
マ
ル
ク
ス
の
価
値
規
定
か
ら
た
だ
ち
に
出
て
く
る
偏
結
は
、
等
労
働
量
の
交
換
な
い
し
は
価
値
に
よ
る
交
換
の
原
則
で
あ
り
、

そ
れ
が
す
な
わ
ち
価
値
法
則
の
本
来
的
内
容
で
あ
っ
た
。
一
経
済
杜
会
で
は
、
価
値
法
則
は
ま
ず
、
こ
の
内
容
を
も
っ
て
貫
徹
す
る
・

あ
る
い
は
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
異
な
っ
た
経
済
杜
会
の
問
で
は
、
最
初
か
ら
等
労
働
量
の
交
換
と
い
う
こ
と
は
間
題
に
な

り
え
な
い
。
不
等
労
働
量
の
交
換
、
こ
の
こ
と
こ
そ
国
際
問
に
働
く
価
値
法
則
の
内
容
で
あ
る
」
。
そ
し
て
「
諸
国
民
的
労
働
は
も

ち
ろ
ん
相
互
問
に
比
較
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
し
、
現
に
比
較
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
何
ら
か
の
第
三
者
、
共
通
者
に
還
元
さ
れ

て
も
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
諸
国
民
的
労
働
の
生
産
物
に
と
っ
て
共
通
の
等
価
物
で
あ
る
世
界
貨
幣
１
１
金
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
・

こ
の
よ
う
た
比
較
や
還
元
は
、
一
国
に
お
げ
る
と
違
っ
て
、
決
し
て
労
働
相
互
問
で
直
接
に
は
な
さ
れ
え
な
い
。
理
由
は
云
う
ま
で

も
な
く
、
二
国
問
も
し
く
は
世
界
的
な
価
値
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
問
的
労
働
が
成
立
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
際

的
な
労
働
の
転
換
性
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
こ
の
よ
う
な
普
遍
的
・
世
界
的
平
均
労
働
が
成
立
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
不
等
労



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

働
量
の
交
換
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
価
値
法
則
の
修
正
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
」
。

　
木
原
氏
は
、
国
際
問
で
は
資
本
と
労
働
の
転
換
性
、
自
由
移
動
が
困
難
で
あ
る
が
た
め
に
、
諾
国
民
的
労
働
は
直
接
に
ー
比
較
し
え

な
い
、
し
か
し
諸
国
民
的
労
働
は
何
ら
か
の
共
通
者
に
還
元
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
比
較
し
え
な
い
の
で
、
そ
れ
は
国
民
的
労
働
生
産
物
の

等
価
物
で
あ
る
世
界
貨
幣
１
１
金
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
、
ま
た
世
界
市
場
で
は
世
界
的
平
均
労
働
な
る
も
の
は
成
立
し
な
い
、
国
際

問
で
は
不
等
労
働
量
の
交
換
と
い
う
こ
と
こ
そ
価
値
法
則
の
国
際
問
に
お
げ
る
内
容
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
木
原
氏
の
理
論
の
根
底
に
あ
る
の
は
リ
ヵ
－
ド
的
視
角
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
木
原
氏
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
際
問
に
お
げ
る

価
値
法
則
の
貫
徹
に
対
し
て
マ
ル
ク
ス
命
題
に
一
定
の
修
正
を
与
え
、
さ
ら
に
世
界
的
労
働
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
果
し
て

国
際
価
値
論
の
課
題
の
解
明
お
よ
び
国
際
価
値
論
の
現
実
的
適
用
が
な
さ
れ
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
木
原
理
論
で
は
、
結
局
は
、
国

際
的
商
品
交
換
の
条
件
を
説
明
す
る
理
論
で
あ
っ
て
、
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
、
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ソ
の
意
義
．

を
解
明
で
き
た
い
し
、
ま
た
現
実
の
国
際
的
商
品
交
換
の
分
析
の
具
と
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
木
原
氏
が
、
国
際
問
に
１
お
げ
る
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
の
内
容
を
説
明
す
る
際
の
根
底
に
す
え
て
い
る
、

国
際
問
で
は
労
働
相
互
問
の
転
換
性
、
自
由
移
動
性
の
制
限
お
よ
び
競
争
関
係
が
存
在
し
た
い
と
い
う
主
張
を
検
討
し
な
げ
れ
ぱ
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ぼ
最
近
の
世
界
経
済
の
特
徴
で
あ
る
多
国
籍
企
業
の
資
本
輸
出
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る

移
民
労
働
の
存
在
が
あ
る
に
せ
よ
、
国
際
問
に
お
い
て
は
、
資
本
と
労
働
の
移
動
の
困
難
性
が
伴
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
国
民
経
済

領
域
あ
る
い
は
国
境
を
説
明
す
る
た
め
に
１
、
資
本
と
労
働
の
移
動
の
困
難
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
国
民
経
済
と
世
界
市
場
を
分
断

化
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
資
本
と
労
働
の
移
動
の
困
難
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
国
民
経
済

が
世
界
市
場
の
運
動
を
規
定
し
て
い
く
と
い
う
側
面
か
ら
国
際
問
の
関
係
を
見
る
と
い
う
こ
と
に
ー
な
り
、
世
界
市
場
も
ま
た
国
民
経

　
　
　
　
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
四
七
九
）
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済
の
運
動
を
規
定
し
て
い
く
と
い
う
側
面
を
見
失
た
う
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
資
本
に
と
っ
て
は
、
資
本
と
労
働
の
移

動
の
困
難
性
と
い
う
資
本
主
義
の
消
極
的
側
面
を
い
か
に
突
破
し
て
絶
え
ざ
る
生
産
の
拡
大
・
絶
え
ざ
る
市
場
の
拡
大
を
追
求
し
て

い
く
か
が
至
上
命
令
で
あ
り
、
同
時
に
、
国
際
的
分
業
・
国
際
的
競
争
を
も
包
摂
し
た
世
界
市
場
の
運
動
は
、
資
本
の
制
限
（
こ
こ

で
は
資
本
と
労
働
の
移
動
の
困
難
性
）
を
突
破
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
国
民
経
済
の
封
鎖
体
系
を
論
理
の
基
礎
に

お
く
こ
と
は
、
国
民
経
済
の
外
側
に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
性
質
、
ま
た
外
側
か
ら
の
運
動
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
い
う
性
質
を

軽
視
す
る
こ
と
に
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
各
国
民
経
済
は
異
な
っ
た
資
本
制
再
生
産
構
造
・
資
本
主
義
の
発
展
度
合
が
あ
り
、
異
な
っ
た
政
治
構
造
、
法
体
系
を
備
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
で
あ
る
。
フ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
は
そ
の
再
生
産
の
中
に
外
側
に
向
か
っ
て
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

経
済
的
な
関
係
で
は
、
国
際
的
商
品
交
換
の
必
要
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
植
民
地
の
領
有
の
必
要
性
た
ど
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
外
側
に
向
か
う
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
杜
会
（
国
家
と
し
て
総
括
さ
れ
る
）
１
１
国
民
経
済
の
経
済
的
関
係
は
、
政
治
構
造
や
法
体
系
に
よ
っ
て
追

認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
資
本
と
労
働
の
移
動
の
困
難
性
か
ら
国
民
経
済
と
世
界
市
場
の
相
違
を
説
明
す
る
論
理
は
、
こ
の
国
民
経

済
の
外
側
に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
性
格
を
過
少
評
価
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
国
民
経
済
が
何
故

に
世
界
市
場
と
か
か
わ
り
を
も
つ
か
と
い
う
間
題
、
具
体
的
に
は
国
際
的
分
業
や
外
国
貿
易
の
必
然
性
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
で
き

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
各
国
民
経
済
は
、
資
本
主
義
の
発
展
度
合
を
異
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
各
国
民
経
済
に
お
げ
る
経
済
的
指
標
は
異
な
っ
て
い

る
。
国
民
的
経
済
的
指
標
が
異
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
世
界
市
場
で
は
統
一
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
世
界
市
場



で
統
一
さ
れ
な
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
経
済
的
指
標
は
価
値
（
そ
の
現
象
形
態
で
功
る
価
格
）
お
よ
び
貨
幣
、
す
な
わ
ち
国
際
的
価
値
と
世

界
貨
幣
で
あ
っ
て
、
他
の
経
済
的
指
標
、
例
え
ば
利
潤
率
、
利
子
率
な
ど
は
、
統
一
さ
れ
て
も
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
の
で
あ

る
。
国
際
的
価
値
と
世
界
貨
幣
が
、
世
界
市
場
で
統
一
さ
れ
る
の
は
、
国
民
経
済
問
の
国
際
的
経
済
諾
関
係
、
典
型
的
に
は
国
際
的

商
品
交
換
を
通
じ
て
成
立
す
る
。
た
だ
し
、
資
本
主
義
の
成
立
は
世
界
市
場
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
、
前
資
本
主
義
的
外
国
貿
易

に
・
よ
っ
て
国
際
的
価
値
、
世
界
貨
幣
が
統
一
さ
れ
る
条
件
が
移
成
さ
れ
て
お
り
、
資
本
主
義
の
下
で
の
国
際
的
商
品
交
換
は
、
一
定

の
成
立
し
た
国
際
的
価
値
、
世
界
貨
幣
を
前
提
と
し
て
行
な
わ
れ
る
。
だ
が
国
際
的
商
品
交
換
が
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
交
換
の

．
基
準
す
な
わ
ち
国
際
的
価
値
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
的
価
値
の
現
象
形
態
た
る
国
際
価
格
を
表
わ
す
貨
幣
す
な

わ
ち
世
界
貨
幣
１
１
金
が
統
一
さ
れ
て
い
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
国
際
的
商
品
交
換
は
、
異
た
っ
た
商
品
問
の
交
換
を
前
提
に
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
リ
ヵ
ー
ド
が
想
定
し
た
よ
う
に
二
国
二
財
・

す
な
わ
ち
二
国
と
も
同
一
商
品
を
生
産
し
、
競
争
上
の
関
係
か
ら
（
リ
ヵ
、
ド
の
場
合
は
比
較
優
位
都
門
）
一
部
門
に
特
化
す
る
。
二
国

二
財
が
一
国
一
財
に
・
特
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
国
際
的
分
業
が
こ
こ
に
成
立
し
、
国
際
的
商
品
交
換
が
行
な
わ
れ
る
基
礎
と
な
る
。

こ
の
リ
カ
ー
ド
的
想
定
の
一
方
で
、
例
え
ば
日
本
の
よ
う
に
石
油
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
、
鉄
鉱
石
の
よ
う
な
原
材
料
を
生
産
し
な
い
か

あ
る
い
は
生
産
し
て
も
小
量
で
あ
る
国
は
、
貿
易
は
、
競
争
関
係
よ
り
も
国
内
に
存
在
し
な
い
異
種
部
門
の
輸
入
と
い
う
・
国
際
的

分
業
上
か
ら
外
国
貿
易
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
。
　
リ
カ
ー
ド
の
場
合
は
、
国
際
的
競
争
関
係
（
比
較
優
位
）
の
理

論
化
を
通
じ
、
特
産
品
貿
易
に
も
適
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
限
り
で
は
リ
ヵ
ー
ド
は
輸
出
の
側
面
だ
げ
で
は
な
く
輸
入
の
側
面

も
見
て
い
た
。
し
か
し
リ
カ
ー
ド
的
想
定
は
、
あ
く
ま
で
二
国
二
財
の
国
際
的
分
業
の
理
論
、
国
際
的
商
品
交
換
の
必
然
性
を
明

ら
か
工
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
国
際
問
に
お
げ
る
競
争
の
問
題
を
理
論
的
に
解
明
し
た
と
こ
ろ
に
も
ま
た
功
績
が
あ
る
。

　
　
　
　
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
　
（
四
八
一
）
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だ
が
後
の
国
際
価
値
論
あ
る
い
は
外
国
貿
易
の
必
然
性
論
を
説
く
多
く
の
論
者
が
、
こ
の
リ
カ
ー
ド
的
想
定
（
と
り
わ
げ
二
国
二
財
モ

デ
ル
）
を
前
提
に
し
て
、
課
題
を
解
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
方
法
論
的
な
欠
陥
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
は
リ
カ
ー
ド
の

二
国
二
財
モ
デ
ル
は
、
い
わ
ば
静
態
的
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、
資
本
主
義
の
動
態
毘
象
を
説
明
す
る
に
は
困
難
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ

電

　
価
値
法
則
を
国
際
的
に
展
開
す
る
場
合
、
リ
カ
ー
ド
的
二
国
二
財
モ
デ
ル
を
使
っ
て
説
明
す
る
国
際
価
値
論
老
は
少
た
く
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
論
者
の
根
底
に
あ
る
価
値
法
則
の
捉
え
方
は
、
国
内
に
お
げ
る
価
値
規
定
す
な
わ
ち
杜
会
的
．
平
均
的
な
必
要
労

働
時
問
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
と
い
う
問
題
を
、
同
一
蛋
業
部
門
で
し
か
量
的
に
比
較
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
奮
際
間
隻
い
て
も
適
用
さ
ポ
て
、
リ
ヵ
－
ド
的
二
国
二
財
す
套
ち
同
一
産
業
問
竃
際
比

（
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
二

較
、
あ
る
い
は
そ
の
亜
流
と
し
て
の
基
軸
産
業
説
的
考
え
方
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
カ
ろ
う
カ

　
ズ
ル
ク
ス
の
提
起
し
た
価
直
規
定
す
た
わ
ち
杜
会
的
・
平
均
的
た
必
要
労
働
時
問
の
量
に
よ
っ
て
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
は
決
定

さ
れ
る
と
い
う
命
題
は
、
決
し
て
同
一
産
業
問
で
し
ガ
測
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
国
民
経
済
内
に
お
げ
る
す
べ
て
の

産
業
部
門
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
産
業
問
の
隔
り
は
存
在
し
な
い
し
、
ま
た
比
較
で
き
な
い
の
で
は
な
い
。
杜
会
的
．
平
均
的

た
必
要
労
働
時
問
の
量
に
基
づ
く
杜
会
的
な
商
品
の
生
産
お
よ
び
交
換
を
規
制
す
る
法
則
１
１
価
値
法
則
は
、
い
わ
ば
国
民
経
済
内
に

お
げ
る
強
制
法
則
で
あ
り
、
仮
に
価
値
観
定
は
同
一
産
業
問
で
し
か
量
的
に
は
比
較
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ぽ
、
価
値
法
則

そ
の
も
の
が
部
分
的
な
も
の
と
な
り
、
杜
会
的
・
客
観
的
た
法
則
と
し
て
の
意
味
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
国
際
的
商
品
交
換
は
、
異
種
産
業
部
門
問
を
前
提
に
し
て
行
な
わ
れ
る
。
国
民
経
済
内
に
お
げ
る
価
値
規
定
は
、
同
一
産
業
個
で

の
み
比
較
で
き
る
と
い
う
の
で
は
た
く
、
全
産
業
部
門
に
お
い
て
比
較
可
能
で
あ
る
し
貫
徹
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
世
界
市



場
に
お
い
て
も
、
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
に
ー
基
づ
く
世
界
的
労
働
の
量
（
世
界
的
必
要
労
働
時
問
）
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
る
国
際
的
価
値
は
、
国
際
的
商
品
交
換
に
ー
登
場
す
る
す
べ
て
の
商
品
の
問
で
測
ら
れ
る
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
際
的
価
値
の
実
体
を
な
す
の
は
、
各
国
民
経
済
に
お
け
る
中
位
の
労
働
強
度
の
世
界
的
平
均
で
あ
る
世
界
的
労
働
で
あ
る
。
そ

の
単
位
は
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ヨ
ソ
に
ょ
っ
て
決
め
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
国
際
的
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
を
あ
ら
わ
す

こ
と
に
，
な
る
。
諸
国
民
的
労
働
は
無
数
の
個
別
的
労
働
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
ー
、
世
界
的
労
働
も
ま
た
諾
国
民
的
労
働
か
ら

成
立
し
て
い
る
。
国
民
経
済
内
の
個
別
的
労
働
は
、
杜
会
的
・
平
均
的
労
働
の
一
構
成
部
分
と
し
て
、
そ
の
杜
会
的
・
平
均
的
労
働

に
基
づ
い
て
価
値
の
大
き
さ
を
表
わ
す
。
国
民
的
労
働
の
一
構
成
部
分
と
し
て
の
個
別
的
労
働
は
、
世
界
市
場
に
お
い
て
は
国
民
的

労
働
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
国
民
的
労
働
は
、
一
定
の
労
働
強
度
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
各
国
に
１
お
い
て
は
そ
の
労
働
強
度
は
段

階
状
を
な
し
て
い
る
。
世
界
市
場
で
は
各
国
に
お
け
る
労
働
強
度
の
平
均
が
世
界
的
労
働
と
な
り
、
国
際
的
価
値
の
実
体
を
な
す
。

そ
れ
故
に
世
界
市
場
に
１
お
い
て
は
、
国
際
的
商
品
交
換
に
登
場
す
る
商
品
の
個
別
的
労
働
は
そ
の
国
民
的
・
地
域
的
性
格
を
捨
て
て
、

国
際
的
商
品
の
価
値
の
実
体
を
な
す
世
界
的
労
働
に
置
き
換
え
ら
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
世
界
的
労
働
は
、
国
民
経
済
の
資
本
主
義
の
発
展
度
合
、
民
族
、
人
種
、
文
化
、
言
語
等
の
国
民
的
性
格
が
す
べ
て
捨
て
ら
れ
、

一
般
的
・
普
遍
的
労
働
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
。
た
だ
し
一
般
的
・
普
遍
的
性
格
と
い
っ
て
も
超
歴
史
的
な
性
格
で
は
な
く
、
資
本

主
義
生
産
様
式
、
資
本
主
義
世
界
市
場
で
の
一
般
的
・
普
遍
的
性
格
で
あ
る
。
そ
れ
は
世
界
貨
幣
が
、
国
民
的
・
地
域
的
制
服
を
捨

て
る
の
と
全
く
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

　
国
民
経
済
内
部
に
お
い
て
は
、
　
「
杜
会
的
に
正
常
な
生
産
条
件
と
、
労
働
の
熟
練
お
よ
び
強
度
の
杜
会
的
平
均
度
と
を
も
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

な
ん
ら
か
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
た
め
に
ー
必
要
な
労
働
時
問
」
す
な
わ
ち
杜
会
的
・
平
均
的
必
要
労
働
時
問
の
量
に
よ
っ
て
価
値

　
　
　
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
奈
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
　
（
四
八
三
）
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の
大
き
さ
が
決
め
ら
れ
る
。
世
界
市
場
に
お
い
て
も
、
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
に
。
よ
っ
て
、
各
国
民
経
済
の
労
働
強

度
お
よ
び
労
働
生
産
力
の
相
違
に
も
と
づ
い
て
、
国
際
的
価
値
の
大
き
さ
が
決
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
労
働
の
生
産
力
は
使
用
価
値
量

に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
価
値
量
は
不
変
で
あ
る
か
ら
、
国
際
的
価
値
の
大
き
さ
を
決
め
る
に
は
、
労
働
強
度
に
還
元
さ
れ
な
げ
れ

　
　
　
　
（
１
０
）

ぱ
な
ら
な
い
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

　
「
ど
の
国
に
も
一
定
の
中
位
の
労
働
強
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
も
低
い
強
度
で
は
労
働
は
商
品
の
生

産
に
さ
い
し
て
杜
会
的
に
必
要
な
時
問
よ
り
も
多
く
の
時
問
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
正
常
な
質
の
労
働
に
は
数
え
ら
れ
た

い
こ
と
に
た
る
。
与
え
ら
れ
た
一
国
で
は
、
労
働
時
間
の
単
た
る
長
さ
に
よ
る
価
値
の
度
量
に
変
更
を
加
え
る
も
の
は
、
た
だ
国
民
的
平

均
よ
り
も
高
い
強
度
だ
け
で
あ
る
。
個
六
の
国
々
を
そ
の
構
成
部
分
と
す
る
世
界
市
場
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
労
働
の
中
位
の
強
度
は
国

に
ょ
っ
て
違
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
国
で
は
よ
り
大
き
く
、
あ
の
国
で
は
よ
り
小
さ
い
。
こ
れ
ら
の
種
々
の
国
民
的
平
均
は
一
つ
の

階
段
を
な
し
て
お
り
い
そ
の
度
量
単
位
は
世
界
的
労
働
の
平
均
単
位
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
強
度
の
よ
り
大
き
い
国
民
的
労
働
は
、
同
じ
時

問
に
ょ
り
多
く
の
価
直
を
生
産
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
価
値
は
よ
り
多
く
の
貨
幣
で
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
価
値
法
則
は
、
そ
れ
が
国
際
的
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
た
こ
と
に
．
よ
っ
て
も
修
正
さ
れ
る
。
す
た
わ

ち
、
世
界
市
場
で
は
、
よ
り
生
産
的
た
国
民
的
労
働
も
、
そ
の
よ
り
生
産
的
た
国
民
が
自
分
の
商
品
の
販
売
価
格
を
そ
の
価
値
ま
で
引
き

下
げ
る
こ
と
を
競
争
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
や
は
り
強
度
の
よ
り
大
き
い
国
民
的
労
働
と
し
て
数
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
で
あ
る
。
」
（
穴
．
峯
胃
戸
Ｕ
易
内
亀
ま
－
ミ
ｏ
寿
９
吋
ｏ
二
轟
一
〇
〇
〇
つ
．
ｍ
・
。
・
。
－
卜
邦
訳
『
全
集
』
第
二
三
巻
ｂ
、
七
二
八
ぺ
ー

ジ
。
）

　
木
原
行
雄
「
国
際
価
値
法
則
に
１
つ
い
て
（
上
）
」
二
二
ぺ
－
ジ
。

　
同
右
、
一
六
～
一
八
べ
ー
ジ
。

　
リ
ヵ
ー
ド
は
「
資
本
と
労
働
の
移
動
の
困
難
性
」
に
つ
い
て
ま
た
「
比
較
生
産
費
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
－
述
べ
て
い
る
。

　
二
国
に
お
げ
る
諸
商
品
の
相
対
価
値
を
左
右
す
る
の
と
同
じ
規
則
が
、
二
っ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
国
々
の
あ
い
だ
で
交
換
さ
れ
る

諸
商
品
の
相
対
価
値
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。



（
５
）

（
６
）

　
完
全
な
自
由
貿
易
制
度
の
も
と
で
は
、
各
国
は
当
然
そ
の
資
本
と
労
働
を
自
国
に
と
っ
て
も
っ
と
も
有
利
と
な
る
よ
う
な
用
途
に
向
げ

る
。
こ
の
個
別
的
利
益
の
追
求
は
、
全
体
の
普
遍
的
利
益
と
み
ご
と
に
結
び
っ
い
て
い
る
。
勤
勉
を
刺
激
し
、
工
夫
力
に
報
い
、
ま
た
自

然
に
よ
っ
て
賦
与
さ
れ
た
特
殊
の
諸
能
力
を
も
っ
と
も
有
効
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
労
働
を
も
っ
と
も
有
効
に
か
っ
も
っ

と
も
経
済
的
に
配
分
す
る
、
一
方
、
諸
生
産
物
の
全
般
的
数
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
１
よ
っ
て
、
そ
れ
は
全
般
の
利
益
を
普
及
さ
せ
、
そ

し
て
利
益
と
交
通
と
い
う
一
っ
の
共
通
の
紐
帯
に
ょ
っ
て
、
文
明
世
界
を
っ
う
じ
て
諸
国
民
の
普
遍
的
杜
会
を
結
成
す
る
。
ブ
ド
ウ
酒
は

フ
ラ
ソ
ス
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
醸
造
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
穀
物
は
ア
メ
リ
ヵ
と
ポ
ー
ラ
ソ
ド
で
栽
培
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
鉄
器

類
お
よ
び
そ
の
他
の
財
貨
は
イ
ギ
リ
ス
で
製
造
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
決
定
す
る
の
は
、
こ
の
原
理
で
あ
る
。

　
同
一
の
国
で
は
、
利
潤
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
っ
ね
に
同
一
の
水
準
に
あ
る
か
、
あ
る
い
は
資
本
の
使
用
の
安
全
度
お
よ
び
快
適
度

の
多
少
に
お
う
じ
て
異
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
異
な
っ
た
国
六
の
あ
い
だ
で
は
そ
う
は
ゆ
か
な
い
。
ヨ
ー
ク
ッ
ヤ
で
使
用
さ
れ
る
資
本
の
利

潤
が
、
ロ
ソ
ド
ソ
で
使
用
さ
れ
る
資
本
の
そ
れ
を
超
過
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
ぼ
、
資
本
は
す
み
や
か
に
ロ
ソ
ド
ソ
か
ら
ヨ
ー
ク

シ
ャ
ヘ
移
動
し
て
、
利
潤
の
平
等
が
遂
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
に
資
本
と
人
口
と
の
増
加
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
の
土
地
の
生

産
率
が
減
少
す
る
結
果
と
し
て
、
賃
銀
が
上
昇
し
、
利
潤
が
低
下
す
る
と
し
て
も
、
資
本
と
人
口
と
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
、
オ
ラ
ソ
ダ
、
ま

た
は
ス
ペ
イ
ソ
、
ま
た
は
ロ
シ
ァ
の
よ
う
な
、
利
潤
率
が
よ
り
高
い
か
も
し
れ
な
い
国
へ
必
然
的
に
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
た
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
」
（
Ｕ
睾
己
雲
８
庄
◎
．
○
箏
亭
¢
勺
ｈ
ぎ
Ｏ
与
Ｈ
易
◎
叶
勺
◎
－
三
８
Ｈ
向
Ｏ
昌
Ｏ
昌
一
彗
ｑ
弓
Ｐ
竃
饒
Ｏ
Ｐ
　
弓
ぎ
オ
冒
ぎ
旨
｛

Ｏ
◎
賞
窒
り
ｏ
己
彗
富
ｏ
｛
冒
く
巨
勾
一
８
＆
ｏ
」
）
岩
胃
－
ｍ
印
・
く
ｏ
巨
旨
¢
Ｈ
一
Ｐ
Ｈ
・
。
卜
邦
訳
『
経
済
学
お
よ
び
課
税
の
原
理
』
『
リ
カ
ー
ド
ゥ
全

集
』
第
一
巻
、
雄
松
堂
、
一
九
七
二
年
、
一
五
六
ぺ
－
ジ
。
）

　
「
国
家
。
　
（
国
家
と
フ
ル
ン
ヨ
ァ
杜
会
。
１
租
税
、
ま
た
は
不
生
産
的
諾
階
級
の
存
在
。
　
　
国
債
。
　
　
人
口
。
　
　
外
側
に
む
か

っ
て
の
国
家
、
す
な
わ
ち
、
植
民
地
。
外
国
貿
易
。
為
替
相
場
。
国
際
的
鋳
貨
と
し
て
の
貨
幣
。
　
　
最
後
に
、
世
界
市
場
。
ブ
ル
シ
ョ

ァ
杜
会
が
国
家
を
の
り
こ
え
て
拡
進
す
る
こ
と
。
恐
慌
。
交
換
価
値
に
立
脚
す
る
生
産
様
式
と
杜
会
彩
態
の
解
体
。
個
人
的
労
軌
を
杜
会

的
労
働
と
し
て
、
ま
た
そ
の
反
対
に
、
現
実
的
に
措
定
す
る
こ
と
。
）
」
（
穴
．
く
胃
〆
９
§
亭
〆
。
。
９
ｃ
っ
・
弓
ｍ
．
邦
訳
『
経
済
学
批
判
要

綱
』
第
二
分
冊
、
一
八
五
ぺ
－
ジ
。
）

　
リ
ヵ
ー
ド
の
比
較
生
産
費
説
が
静
態
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
が
、
国
際
価
値
論
者
を
し
て
、
い
か
に
し
て
動
態
化
す
る
こ
と
が
可
能
か
と

い
う
発
想
か
ら
、
そ
れ
は
リ
ヵ
ー
ド
↓
ミ
ル
↓
マ
ル
ク
ス
と
っ
な
げ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
理
論
展
開
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
一
」
つ
い
て
の
一
考
察
（
岩
田
）

五
七
　
（
四
八
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八
　
（
四
八
六
）

　
　
　
な
お
右
の
点
に
関
し
て
は
、
木
下
悦
二
氏
の
「
国
際
価
値
論
争
の
展
望
」
（
『
論
争
・
国
際
価
値
論
』
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
　
木
原
行
雄
「
国
際
価
値
法
則
に
つ
い
て
（
上
中
下
）
」
お
よ
び
「
輸
出
に
よ
る
超
過
利
潤
の
本
質
（
１
）
～
（
７
）
」
、
を
参
照
。

（
８
）
　
名
和
統
一
『
国
際
価
直
論
研
究
』
目
本
評
論
杜
、
一
九
四
九
年
、
を
参
照
。

（
９
）
内
・
峯
胃
〆
Ｕ
易
ぎ
貝
』
一
ミ
胃
ぎ
一
吋
戸
鼻
ｏ
っ
．
お
邦
訳
『
全
集
』
第
二
三
巻
ａ
、
五
四
ぺ
ー
ジ
。

（
１
０
）
　
価
直
法
則
の
モ
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ヨ
ソ
は
、
世
界
市
場
に
お
い
て
は
労
働
の
強
度
と
労
働
の
生
産
力
の
国
民
的
相
違
に
よ
っ
て
な
さ
れ

　
　
る
が
、
何
故
に
世
界
市
場
で
は
直
接
的
に
国
民
的
労
働
時
間
が
比
較
し
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
諸
国
民
経
済
間
で
労
働
強
度
が

　
　
相
違
し
て
い
る
た
め
に
、
国
民
的
杜
会
的
．
平
均
的
必
要
労
働
時
問
は
直
接
的
に
比
較
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
各
国
の
標
準
的
労
働
強
度

　
　
を
平
均
化
し
て
、
国
際
的
価
値
の
大
き
さ
を
決
め
る
世
界
的
労
働
に
換
算
し
た
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
世
界
市
場
で
は
、
国
民

　
　
経
済
内
部
に
お
げ
る
杜
会
的
．
平
均
的
必
要
労
働
時
問
に
よ
る
価
値
規
定
が
、
一
定
の
修
正
を
う
げ
、
労
働
強
度
に
よ
っ
て
換
算
さ
れ
た

　
　
世
　
。
界
的
労
働
、
そ
し
て
世
界
的
必
要
労
働
時
間
に
よ
っ
て
国
際
的
価
値
の
大
き
さ
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

四
　
お
　
わ
　
り

に

国
際
価
値
論
の
課
題

　
国
際
価
値
論
は
、
国
際
市
場
価
値
あ
る
い
は
そ
の
現
象
形
態
で
あ
る
国
際
価
格
と
し
て
、
国
際
的
商
品
交
換
、
国
際
的
競
争
の
現

象
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
的
理
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
際
価
値
論
は
、
国
際
価
格
が
現
実
的
に
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る
か
を
、
世

界
市
場
で
の
具
体
的
た
競
争
関
係
の
中
で
明
ら
か
に
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
課
題
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
国
際
的
商
品
交
換
に
登

場
す
る
商
品
の
国
民
的
価
値
が
、
国
民
経
済
内
部
で
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る
か
、
労
賃
お
よ
び
不
変
資
本
部
分
の
諾
価
格
の
変
化
な

ど
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ま
た
国
民
経
済
内
部
に
お
げ
る
国
民
的
価
値
は
、
世
界
市
場
に
お
げ
る
国
際
的
価
値

を
ど
の
よ
う
に
変
動
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
現
象
形
態
た
る
国
際
価
格
の
変
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぽ
す
か
を
明
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
、
国
際
価
格
の
変
動
が
国
民
経
済
内
部
の
国
民
的
価
値
・
価
格
に
ど
の
よ
う
な
影
響
（
生
産
力
、



労
働
強
度
の
変
動
、
杜
会
的
分
業
の
変
動
等
も
含
め
て
）
を
及
ぽ
す
か
を
明
ら
か
に
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
世
界
市
場
に
お
い
て
は
、
国
民
的
価
値
以
上
お
よ
び
以
下
（
こ
の
こ
と
は
価
値
法
則
の
モ
デ
イ
フ
イ
ヶ
－
シ
ヨ
ソ
の
内
容
で
あ
る
）
の
輸

出
．
入
と
同
時
に
、
国
際
的
価
値
以
上
お
よ
び
以
下
の
輸
出
・
入
、
と
い
っ
た
諸
現
象
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
国
家
の
貿

易
政
策
（
関
税
、
輸
入
制
限
、
輸
出
奨
励
金
等
）
に
よ
っ
て
も
国
際
的
価
値
が
ゆ
が
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
国
際
的
な
需
給
関
係
や
、

資
本
主
義
宗
主
国
と
植
民
地
一
従
属
国
と
の
関
係
で
も
国
際
的
価
値
は
ゆ
が
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
具
体
的
な
世
界
市
場
で
の
競
争
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
理
論
と
し
て
、
国
際
価
値
論
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
価
値
論
は
、
価
値
法
則
が
国
際
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
、
国
際
的
商
品
交
換
の
態
様
、
世
界
市
場

で
の
競
争
関
係
、
国
際
的
分
業
．
世
界
市
場
の
再
編
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
理
論
と
し
て
位
置
づ
げ
、
さ
ら
に
国
際
的
搾
取
の
実
体

を
明
ら
か
に
。
し
、
資
本
蓄
積
の
国
際
的
関
係
を
解
明
す
る
課
題
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
　
国
際
的
価
値
は
、
世
界
貨
幣
１
－
金
の
一
定
重
量
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
わ
げ
で
は
な
く
、
一
定
の
国
民
通
貨
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ

　
　
て
い
る
の
が
常
態
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
由
際
価
格
を
表
示
す
る
場
合
あ
る
い
は
国
際
価
格
が
国
民
経
済
に
入
り
込
む
た
め
に
は
、
国
民
的

　
　
貨
幣
に
ょ
っ
て
換
算
表
示
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
各
国
民
通
貨
の
換
算
す
な
わ
ち
交
換
比
率
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ

　
　
は
両
替
相
場
で
あ
る
が
、
資
本
主
義
的
交
易
の
発
展
に
よ
っ
て
両
替
相
場
の
発
展
形
態
た
る
為
替
相
場
が
、
各
国
民
的
貨
幣
の
交
換
比
率

　
　
を
表
わ
す
典
型
的
形
態
に
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
国
際
価
格
論
を
展
開
す
る
た
め
に
．
は
、
為
替
相
場
論
を
念
頭
に
お
か
た
げ
れ
ぱ
具

　
　
体
的
な
国
際
価
格
諸
現
象
を
説
明
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
為
替
相
場
の
変
動
に
１
よ
っ
て
も
国
際
的
価
値
が
ゆ
が
め
ら
れ
る
場
合
が
存
在

　
　
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
家
の
貿
易
政
策
と
並
ん
で
、
為
替
政
策
が
、
国
際
的
競
争
関
係
を
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る
か
も
明
ら
か
に
し
た

　
　
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
　
従
来
の
為
替
相
場
論
者
の
多
く
は
、
貨
幣
．
信
用
論
的
接
近
に
よ
っ
て
為
替
相
場
論
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
さ
れ
た
が
、
国
際
的
商
品

　
交
換
、
国
際
的
価
値
、
国
際
的
分
業
視
点
が
欠
除
し
て
い
る
が
た
め
に
１
、
抽
象
論
あ
る
い
は
『
資
本
論
』
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
具

　
価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
岩
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
　
（
四
八
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

一
六
〇
　
（
四
八
八
）

体
的
な
為
替
相
場
現
象
を
解
明
し
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
最
近
国
際
経
済
論
を
研
究
す
る
立
場

か
ら
為
替
相
場
論
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
行
た
わ
れ
て
お
り
、
貨
幣
・
信
用
論
的
接
近
に
対
し
て
、
具
体
的
為
替
相
場
現
象
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
汰
お
次
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
辻
忠
夫
『
国
際
金
融
論
序
説
』
目
本
評
論
杜
、
一
九
六
七
年
。

　
村
岡
俊
三
『
マ
ル
ク
ス
世
界
市
場
論
』
新
評
論
、
一
九
七
六
年
。

　
木
下
悦
二
「
世
界
貨
幣
・
外
国
為
替
・
国
際
通
貨
」
九
州
大
学
『
経
済
学
研
究
』
第
三
九
巻
合
併
号
、
第
四
〇
巻
第
四
・
五
・
六
合
併

号
。　

同
『
国
際
経
済
の
理
論
』
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
。

　
徳
永
正
二
郎
『
為
替
と
信
用
』
新
評
論
、
一
九
七
六
年
。

■

●




